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1． 設計の前提  
１－１ 基本設計の目的   
「（仮称）山崎・台峯緑地基本設計」（以下、「本設計」とする。）は、平成 19 年 6 月に確定した「（仮

称）山崎･台峯緑地基本計画」（以下「基本計画」とする。）に基づき、実施設計の指標が明確となる

概略の設計を行うことを目的とする。 

本設計では、設計条件との整合を図り、優れた自然環境･景観の保全、利用者の安全確保のため、

技術･意匠･経済性等の視点から検討を加え、基盤施設、主要施設、樹林地等必要な保全･整備の内容

について、概略の設計を行う。 

 

１－２ 対象範囲   

本設計の対象範囲は、「（仮称）山崎･台峯緑地」（以下本緑地とする。）面積約 36.7ha のうち、現

鎌倉中央公園に隣接し、都市計画公園（風致公園）とする面積約 27.5ha の区域とする。 

なお、保全配慮地区は、都市計画法に基づく他の保全施策を位置づける段階で検討するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 基本設計対象範囲 

 
１－３ 基本設計確定までの流れ   
基本設計確定までの流れについては以下のとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉中央公園 
面積約 23.7ha 

本緑地 
面積約 36.7ha 

JR横須賀線 

JR北鎌倉駅 

山崎小学校 
保全配慮地区 
面積約 9.2ha 

図１－２ 基本設計確定までのながれ
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１－４ 基本設計フロー   

 ３．基本設計：p.14～p.74 

１．設計の前提：p.1～p.2 

  基本設計の目的、対象範囲 

２．設計の方針：p.3～p.13 

 ○設計の基本方針：p.3 

 ○整備・管理の方針：p.4 

 ○設計のポイント：p.5 

 ○ゾーニング及び動線計画：p.5～p.7 

 ○基盤整備（造成、水環境）：p.8 

 ○主要施設整備（入口・管理運営拠点、散策路、サイン）：p.9～p.12 

 ○樹林地等：p.13 

 源流の森と里山の保全ゾーン：p.15～p.43 

 （源流域の湿地保全エリア、里山の湿地保全エリア） 

  ○基盤整備：p.19～p.32 

    水路、ため池 

  ○主要施設整備：p.33～p.36 

   山ノ内配水池入口、日当入口 

   散策路、サイン 

  ○樹林地等保全：p.37～p.43 

里山の保全ゾーン（里山の湿地再生エリア）：p.44～p.55

 ○基盤整備：p.46～p.47 

   水路 

 ○主要施設整備：p.48～p.49 

  山崎子供会館入口 

  散策路、サイン 

 ○樹林地等保全：p.50～p.55 

４．管理運営計画：p.75～p.80 

 ○管理運営体制：p.75 

 ○維持管理：p.76 

 ○運営管理：p.77 

 ○モニタリング 

  及び試行検証：p.78～p.80 

  

５．事業計画：p.81～p.82 

  事業スケジュール：p.81、概算事業費：p.82 

全体基本設計図：p.69～p.74 

里山再生ゾーン（水田・湿地再生エリア）：p.56～p.68 

 ○基盤整備：p.57 

   水路、畑等 

 ○主要施設整備：p.58～p.63 

  清水谷戸入口 

  散策路、サイン 

  其中庵 

 ○樹林地等保全：p.64～p.68 

図１－３ 基本設計フロー




